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数社共同で行う接待の交際費0処理
Q:当社は卸売業を営む会社です。小売業

者を対象にキャンペーンを行い、－定額以上

購入の得意先を海外旅行に招待することにし

ました⑨

キャンペーンによる売上げの増加はメーカ

－の売上げの増加にもつながることから、旅

行費用の一部を負担してもらうつもりです。

当社の交際費の金額は、旅行費用総額から

メーカー負担金を差し引いてもよいですか。

J:複数の会社が共同して接待、慰安、贈

答などの接待交際を行って、費用を分担した

場合でも、交際費として取り扱われます。

卸売業者が、接待旅行費用の全額を支払い、

メーカーからその一部負担金を受け入れた場

合は、メーカーからの受け入れ負担金を差し

引いた金額により、卸売業者の交際費を計算

することが出来ます。

しかし、御社が接待交際のすべてを行い、

メーカーは単に金銭のみを負担するような場

合は、共同して接待行為を行ったとはみなさ

れず、旅行費用の全額が交際費となり、メー

カーからの負担金は、御社の雑収入に計上し

なければなりません。

｢共同して接待行為をした」といえるには

①接待交際をする各社が共同して接待を行

うという意志があること

②各社が、接待行為そのものの一部を分担

して行っていること

直接の接待行為を行わない会社がある場合

は、直接の接待行為を行う会社とのあいだで、

事前にその接待について十分な協議を行って

いること、が必要です。
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共同で樗荷すうこきa
①両紙で1-おなｵ]治､他
＠両詮の共I司ｷ鞘旅行だ上
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